
青森県十和田湖町調査報

青森県十和田湖町は，青森上北郡の西南部に位置している。町の間部は輿羽出騒が走ち，十和

田山や八甲田山を聾えさせている。東部は次第に低くなっておち，輿入搬出にそって永田が関か

れている。町の大半は山林原野で，

甲田L!Jなどを含む地域が十和田

湯里Tと改弥した。十和田市に接しながら，市と

している重工の現状と，そめ問題点およ

である。

~1 十和出額町概略関

1) 人口

している。昭和 11年に十和田期，奥入巌111，八

おれ，昭和 50年には関丁名を十和田町から十和田

/ 

(.-

1..... r 

J 

を運営しながら発展

以下はその調査報告

ζ乙十和田朝関口お現姦人口?二子........8手入をかかえる酉である。しかい

が晃られる。これは，当町に偉く場が少ないことなどの理由によるものと考えられる。

令別人口を示したのが下関である。
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第 1表人口ピラミッド(s 50年)

穆 4，131人 鍛 4.570人

359 

389 

第 1 ら 日の推移を毘ると 30才---3 9才の人口が減っているのは戦争の彰響と

患われ，また 15才---2 5才の人口の増加はいわゆるベピーブームの影響と考えられる。

また，当密7の地域別人口壱見てみると，奥瀬・法量・沢田の各々地区において全体的に減少の

韻向が見られるが，特l乙輿瀬地区の減少が著しい。しかし，学樽部や子の口など℃は反対に，人

口が増えている。 ζれは，宇樽部や子む口では，十和田期観光の拠点となっているため，

乙ζ2---3年のうちは増えつつあり，そ ζで動く人が多くなったためと考えられる。また，

全捧として註帯数iζ対して人口が多く一指帯平培人員が多くなっていることがわかる。 ζれは，

家按立外的人{伊iば，イ中岩さんなど)が，観光事業必発遣にともなって培えているためであると

患われる令

最後に，産業主IJ人口の推移を克ると，昭和 40年---5 0年の 1O.年替のうち 第のy」

次産業が謀ってきている。これは，若い人が農業ばなれしてきている ζとや，持基械化が進んで少

人数でできることによち，農業人口が減ってきていると思われる。これに対して，サーピス業な

どの第三次産業の占める人口が増えてきている。 ζれは，十和巨額観光と関連して伸びてきたも

のであると考えられる。特に，当町は鰹光資源としての十和田糊や奥入瀬などを有し，また，
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樽部などのキャンプ場やスキー場・霊泉などの握設にも，畿近力が入れられるようになって，年

々，麓光事が増加してきているため，特lζ，サー している入が多くなったと思われ

る。

このように，人口と観光は，強く結びついているといえよう。

(木村美智子・清野正予・藤弁護子)

2) 林業の概要

十和田湖禽の跡形を大別すると，東部は平地を含む丘陵地帯で、あち，中部法起伏の蓄しい山林

と林野地需になっています。平地はわずかに東から中部にわたる輿入瀬川箆誠のみであり，総合

的には林野が多くなっています。

話JO)総面震は 37， 2 0 6加で 表 l

あり，森林面積は 32，9 8 3 ha 
fJfa 

で町総面績の 89%を占めてい
宰ァコk寧 株 i 32， 983 

ます品そしてその保有形整担森

林語積を見るん私予言抹 15弘， 「扇 野 1， 434 

耕 地 1. 869 
公害林 75%であち，

そめ他 920 

国丁総属議の 66.5%にあたり， 計 37， 206 

町の半分以上が爵有林となって

悌
一
花
一
印
一
日

1970年林業センサス

十和罷湖町役場

おち，これが十和田額損7の大きな特徴となっています。これらの山林は人工造斡や植林が行なわ

れ，現在では森林全体の 85坊が人工透株になっています。-木の種類としてば杉・ブナ・カラマ

ツなどがあり，自黙環壌の保全，水資源緬養としての森林の機能寺充分に発揮しており

脅IJ，を梨たしています。

{財産怪の林業)

町には輿瀬・沢剖・法盤の 3つの射諜[gがあち，それぞれの百議開で財産を管理・運営してい

ますが，町全捧の事業は各財産区が負担しあって行なっています。 とも総土地面積のほ

とんどが山林であり，山林が財産区の財政に大きな膨響舎与えていると考えられます。昭和 23 

年比各財産区が設置されるまでは，藩

政時代から山は認慈の財産とし

の形で保護され，広葉樹高林の輪伐に

よる天然更新でした。また産物として

は用材・薪・炭材などで.その生産額

もかなり大きいものでした。財政区棋

表 2 財産Eまにおける山林踊積

i総土地面積(崎 j山林面積伽)
瀬 2.176.80I 1.鮒 47

1. 302. 58 974. 89 

{昭和49年 2月 1日十和田模釘役場}
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ができてからは， る生産艶力がないところから しはじめ.山林の掠護

が行なわれています。また ζのζとは民脊林においても見られ，戦争中の乱伐によって木材詑機

会汚iき起 ζされたので， この対策として，県では瀦林補酪制度を強化し，造林地拡張による

の確保が行なわれました。

(林業の経営講道)

十和田湖町の昭和 50年の林家戸数 700声，林業就業者数 897人であり年々減少する額向

で，林業就業者の若年躍の他産業への流出が克受けられます。林家の保有規模は零縦であり，森

林面積 5ha未満の林家回数は総林家芦数の 86%を占め， としては林業の専業法少なく.

として林業を営んでいるのが現状となっています。林家のなかには自力では林地管理

を充分にできないと ζろもあるので，十和田顕普7帯林組合では樹蔀の生産供給並びに林業生霊及

と~造林事業を実施して，生運技街の向上，擁設の充実を行なっています。

表 8 森林保有林家持数及び面欝

区分¥規模 lha未満 1""-' 5 ha I 5""-' 10 ha 30........ 50 ha 50........ 100 ha j総 数

同数(四} 279 320 I 55 32 I 6 8 8 

比率(%) 40 I 46 8 }。
間環 (ha ) 119 640 328 135 154 1. 926 

比率(%) 6 33 17 お0 7 9 8 

( 1970年農林業センサス)

{林業の生産状況〉

十和田湖北は現主 4つの製材所と合較工場がひとつあち，パルプ材は近懇の市町村のパルプ工

場に運ばれ，用対は十和田市木材共販所及び近懇市町村む製材所lζ翠iまれます。また製材品;ζつ

いては自 ぴ関東・関西などへトラック輪送されています。林業生産額の推移を見ると，

薪・木演は時代の変北によち くなるのは持い生産額は減少してきていますが，樹苗・

しいたけの生産額が増加してきています。

表 4 林業主連額の推移 (千円)

年蔑¥誌分素 材 芸評 1 木 炭 j樹 蔀しいだけ ぎ十

3 5 107，441 18. 250 713 330 144，171 

4 0 100，717 I 14， 065 12， 708 1. 445 1. 280 130， 215 

4 5 78.900 9.090 I 2， 475 1. 500 94，965 

5 0 288， 648 9，520 1. 42， 000 344， 634 

5 1 365，490 8. 000 6， 043 I 60， 000 440，866 

5 2 239， 609 8， 000 o I 11. 844 104， 000 363，453 
'-

(蒜林組合)
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(特殊幹産物生産状祝}

十和問湖町では，特殊林産物として，しいたけ，えのきたけ，なめこなどの栽壊が行なわれて

いますが，ほとんどしいたけ栽培が中心をなしています。

しいだけの原木としては，ナラ・ハンノキ・トチ・モミなどの本が主なものですが，県内だけ

では自給できず，岩手・福島・山形などから購入しています。

当町では，農協にしいたけ組合を設け，販売の促進をめがしており，生産としては生しいたけ

むみですが，その数量は年々増加の傾向を示しています。 52年壌の出荷盤などは 10 0 tで，

約 l億円以上もの販亮金額にのぼっています。

生しいたけの主嬰市場は札!関市で，フェザーを利用して夏に出萄されますが，当IHJの生しいた

けは高級品として好評を博し， を侍ばしており，特に 40"""" 5 0年の間誌は，そ

が 14倍にもなるという急激な噌加がみられました。多分これは，しいだけ栽壌に対して町が積

極的に奨訪するようになったこと，輸送機関が発達してきたこと，市場での需嬰が多くなってき

たことなどが起思していると考えられます。

今後の問題として，生しいたけは，価格変動の激しい生鮮金品の一つであるため安定的な出荷

体棋を確立する必要がみるといえます。このためさき町では，販売の有利性令確保するよう智内lζ

適地を選定し，出蒋貯蔵施設を設置するという捧制奇考え始めています。

当町では，将来 20 0 t をめざしていますが，こ

レーム， チェンソ など寺導入し

であろうと思われます。

(現在の抹業構造iζおける問題点と今後の万向)

し，

として， フ

る工夫が必要

当町としては，産業経済む発牒と持業の振興は，積極的な林野む活用をなくして出考えられませ

んQ しかしながち現在陪題として出抹は，所脊規模の者組，資金及び労罷力不足，

未整識が起霞となって人工ノ休化が進まず，

えます。

も{去し林業総生護法停滞の状況にあるとい

低成長期に入ったとはいっても，依然として農林業従事者の地産業へむ流出が続

いでおふその結果として，

す。

労務者の欝的低下を招いていま

このような実情に対処して，持業総生意~増大し，収益を高め，林業従事者の所得を増大する

ため，拡大造林をする必要があり，そのためには，国有株野の活用による林業経営規模心拡大，

機械施設などの資本装備の高度化，

の伝興，森林総合手Ij用の提進などにより，梓業構造の改善がすすめられています。

しかしながら休業が奨励されている喜子のわりには，機械，施設などの設備は充分であるとは
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いえないようで、す。これら きくからんでいるのではないかと思わ

れますが， ζれらの設備の不足争解決するためには，町や森林組合が協力しあって協同購入する

ような方法寺とる まれます。

以上は改善策の主なもりですが，これら し改善をすすめてゆくことにより，将

来この前の林誼業がどのように発展してゆくのか興味，関心が注がれます。

十和問槻前は，工業のない町ですから，岳然の地を利用して発展してきた町であるといえます。

括ってその源泉となっているのは農鉢業，観光等であるという ζとができます。

私たちは F十和田湖町は裕福な町である Q Jという先入観ともって調査を始めたわけですが，

…概にそういえるのではなし当軒の給食を一例としてとりみげれば，公費は前負担で無料iこな

っていますが， ζれは を。 Jという考えや按底として財源をうまく使っ

ているのだということです。巡墳壱ふりかえってみて感じたことは，この町は財源の使い方が巧

みでみるうえι，計画実行牲のある町のようであるということです。従って林産業の改善計画に

おいても，ただ中途半端に終わらせることなしに，前や森林組合や森林所脊者たちが協力して林

業育成寺促すような今後の努力に期待したいと思います。

(佐々木江科・日村睦子)

(農業史)

第 1表十和田湖町主要年表(

明治 22年 間村制鹿行

3 0年 法輿沢村農会設立

3 5年 大国作

昭和 23年 法量・奥瀬・十和田村中央，十和田の各農協設立

3 4年

4 4年
(4月〉

4 5年
初月)

(5月

(2月

8月

法量・奥瀬・沢田の各財産区設置

十和田町農協誕生(奥瀬・中央両農協の合併)

上決田端r;g:農業構造改善等合事業開始

政府の稲作減反政策により， 200ha( )の抹耕，転作が行なわれる

異常低温，降悶 8cm(小沢口)

町内三農協が合併し，十和田IHJ費協となる。

台麗 S号くずれによる
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十和田湖時の農業史やみると，農業史として特に取り上げるべきことは少ない。町から積極的

に農業に関する事業が行なわれたのは，昭和 44年4月のよ沢田地区賎業構造改善等の事業開始

のみである。他は減反政策はよる休耕・転作か，気象による凶作・不作などの受身の形ばかりで、

ある。これに対して十和田湖町史をおっていくに，観光興採のことがかなち多いom.rc.牧蓄のこ
とが自立つ。 ζれは，釘全体が観光商と牧畜面iζ特iζ力を入れているという ζとであり，農業主

体でないζとがわかる。

太平洋側の当地方の特鎖的気象として 6月・ 7月の梅雨鶏i記ζf搭苔;ζ“やませ

iばまれる季節麓が吹きつける凸乙丘む〉思;はま悶を伴つて吹きつける ζとが多く心， ζの状態が続くと農作

し，出j作を担く恐れがみるs また冬期においては，表

月--2月にかけて北問題が吹き fふぶきJとなる。

(土地利用)

ほとんどが問であふ次に焔で占

められ，その他は 0.1%程しかない。

田と畑の割合は年々出への移行化が

みられている。昭和 45年から賠作

減反政策が始まったにもかかわらず，

この額向は変わっていない。

(第 2表)

と

農家数試昭和 35年ごろから

現在まで，ほとん られ

ない。しかし農業人口は年々下

時現象がみられる。{第3

ζれは農家の後継者以外の者

は，農業心外の職業民就く傾向

が高いためと思われる。また，

第2

年次¥ 計 国

3 5 1. 869 ha 1. 124 ha 

4 0 1. 818 1. 260 

4 5 1. 873 

5 0 1 1. 934 1. 616 

3 5 1， 1i48戸o36.弘91 60戸051.%8 

4 0 1. 158 298 26. 8 616 52. 1 

4 5 1， 163 139 11.9 617 53. 9 

4 8 1. 134 

5 0 1， 116 1019.1150745.3 

と く

焔 その他

9ha 

4 

306 2 

316 2 

13戸710.%1 8， 28人6 

244 21. 0 7，306 

407 35. 0 6，581 

6， 087 

508 41. 0 ら， 964

専業農家数は下詩の一途をたどっている Q 迎lζ兼業農家数は年々増加している。特lζ第 2

しい9 しかしここで，昭和 48年だけ特JJUな状読を示している。昭和 45年に

・第 l種兼業農家数の割合が増加し，昭和 35年f 4 0年. 4 5年と 10%以上ず

つの{申ひやや示していた第 2種兼業農家数の割合が減少している。こ として，昭和48年に

牛肉の掛丹生産の不足から取引制格が前年記較べ 5.5 も高5毒していることから，動めや出稼
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ぎやや以内患牛舎飼うζとによち専業化した農家が増えたことが推関される。もうひとつは，減

反政策による転作で，たばこ栽培に切ち替えた農家が増え農穏期で、もたばとの方に労働力を費や

すようになふこの時期比重きめに出ていたと ζろも農業に噂;念するようになったという ζとが考

えられる。

(経営耕地面詰広狭日IJ農家数}

経営耕地面積が1.5 ha以上の農家数が年々減少している。 ζ としては，農業の経営規模

~縮少し，惹業化した農家が増加しているのではないかと時えられる。また1. 5 ha未満の農家数

Kはあまり変化がないのは， ζれくらいまでなら規模を維持しながら兼業化が可能であるという

ζとを示していると思う。現在では 5-6加もの経営耕地があっても建設業主どに従事している

人も多いeζれは農作業信機械化が進んだζとが大きな原関となろう。兼業化に律う就職先は，

ほとんどが町の鰐辺と十和田市でみち，県外へのいわゆる「出稼ぎjはIIIJ全体で 10 0人程変と

かなち少ない。十和田湖町には工場が立地しておらず，町周辺への就職は観光に関する

半を占めているものと思われる Q

(糟作〉

農業の約 85弘が穣作で出められている。戦前は約 70%だったが，関田ブームで畑作から稽

作への七きち替えにより増加したものである。奥入瀬Jflの河熔段丘を中心として耕作されている。

しかし地質面からいえば，土壌は決して良いとはいえない。表土が薄く，特に薄い所では，わず

か 10-15cm程のと ζろさえある。品種としては，戦前戦後藤んに作られていた fヲクウ 132

号jや昭和 45年頃まで作られていた「ムツサカ 5号jにかわり，現在は[レイメンJrムツホ

ガミ JrムツアサミJなどに変わっており，酷寒性，味ともに改長されてきている。用水は，各

々の地区壱流れている嬰入瀬Jf1，中里山，片関/11. 生内J11，能野沢)11から採取しており，それぞ

れのまま水科離という型になっている。消識は，農協脊年部によって共開でおこなわれているが，

ζれ以外は個人で農機呉を所用し，ほとんど共同化されていない。耕作面輔が少ないにもかかわ

らず個人偶人で行なうのは非合理である。反収は，現在町平均で 48 0 k9で・ある。最高は 63 0 

k9であち，昭和 25・26年当時の最高である 42 0 k9~乙較べかなりの増産がみられる。 ζれは

ると乙ろが大と思われる。裏作は行なわれておらず，特殊水器としては，沢田地区

で fわさび栽培Jが行なわれている。

しか さく 30 a翠

しか栽唱されていない。昭和45年

より政府から出された減反政策によ

り，転作がすすめられている。昭和

5 3年の割当ては230haで、あるが，

第 4

J[撰

1.夕、、イ

2.オーチヤードグラス j

3.シジツ用エンバク

4.キョウギアオガワ

5.ソ
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47.0 
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これに対 293加が転作され連成率は 12 7 %となっている。転作によって

栽培されるも

{嬉作〉

とλどである。(翠 4

1 5%程で大部分が自給的に栽培されている。簡品作物は「たばこJ

れこんにくJなどの工芸作物ぐらいである。しかし，その生産額は農業金住産額の1.4%にすぎ

ず小規壊fごといえる。たばこ栽培は，昭和 45年からの減反政策により，転作作物として壇怒

し始め面積は 67 haぐらいに拡張してきている。 i乙人民くの方iましいで上げれば高品作物になる

という程度比殺、培おれているだけであるo 戦前は全体の約 30%でみった摺が現在は約 15%に

減少した埋由としては，水田の関田ブームによる永信ハの転作によるもめであろう Q

(今後の対葉}

"棋士壌を 30-"""50a'乙区画し，菌作ちから消議，稲刈り，脱穀まで作

作を共同化すれば合理的でみち，校入面でも効果が望めるだろう。十和田湖町の場合は，やはり

土壊の改良に力を入れ，表土の薄い所iζは客土をしたりし，土壊を愚かにした上でこの地域の気艇

や7Jくにあっ えていく ζとだと思う。

4) 十和田湖町の宙産

(畜産の概観)

も畜産に適しておち，吉くから として知られ十和田湖町は自然地形的にも

ている。明治 23年墳から を目的として牛の生産が計画され，後iζ篤誌とってかわられた。

戦後は機械化の発達によち

得む向上，食生活の高級北な

援の特性を考憲

ると 40年i乙比べ 4 9年には耕

顕著な上弄を示しており，

(畜産の変遷)

表 1，こ示されているよう

い一時は畜産む滑落韻向にあっ

も興期牛お振興をとりあげるようになった。本町でも地

しているのが現状である。農業組生産額の推移壱み

之ら倍の{申び率であるのに対して，畜産は約 5倍という

きな比重を占めていることがわかる。

る。 45年までiま緬羊やその能小動物を鰐饗

している農家もあったが現在ではほとんどみられなし、乳屠牛は横ばい状態でみち撞類はホルス

タイン種が中心で、ある也雪印乳業と結人で販売経営をしているが将来は自己経営したいというこ

とである。増加傾向にあるのが内用牛と躍でみる。豚は最近でiま寂りきiき橿揺が牛と大差ないこ

とから詞養頭数の伸びが大きい。本書Itま議然・気挟が牧蓄に適しているだけでなく，十和田・奥

入瀬の名勝地を震え持っているため，観光農業が開発されていてとりわけ肉用牛には町でも積極
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的iこ発農lζとり組みその将来は明るいとみられる。以下肉用牛に焦点をしばって論じてみたい。

表 1 家蓄鱈饗農家戸数，顕蕩数の推移 {費林業センサス)

(肉用牛鰐饗の現状と

本能JIま，明治 23年Jc:.，競山牧場が誕生し，それとともに，牛の生窓が試みられてきたもので，

当初は，役用を目的とした飼養であったが，食生活の向上とともに，我が留の肉用牛生産基地と

しての役割に，大きな期待が寄せられている。そ ζで本前では，昭和4.1年4.9年i乙第一次，

第二次肉用牛振興計開〈繁殖牛の貸付制疫)がたてられ，捷母的な行政指導が行なわれている。

昭和 35年当時は，飼養戸数が371戸で，頭数 655頚であったものが 49年誌は，頭数

え849頭で，飼養戸数 492月lζ，また一戸当たり頭数も 5.8頭と大幅な増加傾向を訴し，多

頭化が推進され，それとともに，繁殖雌牛争導入する ζとによって肉屠牛の品費改善を留ってい

る。繁嬬牛としては，中国地方，主として広島から肉習の畏い黒毛和種壱肉質が劣る

多い日本哲角種はiまとんど県内から導入されており，日 6 : 4 

されておち畳と費を兼ね備えた肉用牛飼養が行なわれている。

とその動き〉

肉用牛の制養豊家諦j合をみると4.1年には 8月に 1戸 49年iこは 2.3月lζ1月の割合で飼

養されておち，経営規模別にみると1.0 ha以上の中規損以上の階調iζ集中している。ま

兼業翌日形態で、みると，兼業農家が 80%を占めておち，主に繁殖牛のみの経営に片宅寄っている。

本的における農家の経営状祝は1.7加(水田)十 (主に肉荊牛餌養)十農外所樽というパ

ターンがー椴となっており，準審lζ牛舎山にみげて，その問，略作がその抱の家畜の飼養を行い，

1 0月頃山下げおれた牛の世話は，女子が行い，男子は各期開のみのー較土木作業にたずさわる

か，または通年の職業にたずさわるかで農外所得を得るという業業農家が大部分である。また繁

殖牛主体の経営は，肉用牛経営上からも問題があるため子牛生産から肥育仕上げまで，機合的民

む油成一貫生産体制が作られ，肥育牛をかみした被合経営i乙転換されている。
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{飼育形態)

ー椴鰐養農家の飼養形態は，繁殖牛と

し，秋lζは各自がき!散り る。

と林間数牧があち，本町では，昭和45 

って異なっており，繁殖牛は早春より山上げ

とっており，山上iずには，改良牧野での放牧

で，林題放牧がさかんに行われていたが，盟，県

による草地改良が進むにつれて，その数が減少している。担育牛は舎飼銅宵で，一般に 6.........7カ

月経過した若年牛を 10......... 1 2カ月齢肥育である。

{故牧〉

本町は，山地の牧草地造成l乙伴って，放牧が多くなち，これに伴い，放牧技術も進歩している。

本町における故牧地・採草地間 Iは地域丹では，湯の平・土筆森など 13ケ所，地域外では，旧

1 4ケ所を有するZ大なごとま告と豊欝な草資椋に恵まれている。

図 l 十和田湖町における放牧地・採草地位置図

旬、 .. 
‘、

{牧野組合とその管理)

本部?では，

てら

そ

-輿瀬地阪・沢田地区の 3つの組合が組織され，各組合iζ放牧地が鶴ち当

るしくみになっている。これら 8つの組合の中で、法議地区組合が最も規模が大きし

る。 洪積世火山の噴出物でおおわれた標高

500 m前後の台地で，地積は約 36ら万がある。そのうち草地造成地は約 190万rrtを帯する。
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i:筆揖牧場は，洪積書泥流でおおわれた標高 45 0 m内外の波状合地で，地績は約 98万ばでそ

の約 1/3か守護地造成地である。牧場は十数{屈の牧区民区踊され牧広はら-1 0露了歩で 3

-4司交代で牧民を移動し放牧が行なわれる。設牧の際は管理料が請求される。牧草はオーチャ

ドグラス・クローパーがほとんどを占める。放牧期間は 9月中旬から翌年 6月上利まで‘である。

{流通過程)

子牛の取引状涜は，大半は貸付制護として三本木畜護協同組合が購入し， る。一

方肥育牛iま，大半が家憲商が取扱い，中央芝浦と場や霊地と場へ出務している。

2 肉用子牛家蓄市場取引顕数 単設:頭.%

区分 昭 40 i 41 42 43 44 45 1 48 I 49 

取引総頭数 410 524 590 712 793 772 760 

めす 188 242 302 355 422 398 373 435 479 

おす 222 222 282 288 357 371 374 387 476 523 

自本短角種 360 340 i 431 453 520 574 545 475 631 659 

黒毛和葎 227 1 285 280 343 

40年 100i 100. 0 1 山 7I 130.0 凶 4 176.71 196.8 191.61 188.6 226. 1 248. 9 

資料:

3 肉用成牛取引頭数 単位:頭，苔円

区 分 !昭 40 41 44 45 I 46 47 48 49 

取引総頭数 316 156 41 382 441 314 751 1. 132 1. 302 1. 192 

おす 127 156 16 382 308 646 838 1. 003 957 

めす 189 一 25 一 6 105 297 299 235 

取引平均価格 652 I 1. 937 日 6611.716: 2，020 2目 m 3. 586 i 2， 563 

資料:

2では，、取引頭数は 49年fL，j:.4 0年の 2.5倍，品種別では，黒毛和種の 8倍と

し(，"'10 

表 3で見るよう記 41年・ 42王手の取引頭数の減少は， もと牛の異常な高値によるものと考
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えられ，またその後は年々増加額舟にある。

{万円)35 

30 

25 

20 

15 

10 

5 

G 

国 2 肉用牛品韓関平均価格と全体平均揺格

一日本短角種平均語格

一一黒名和種平均話格

山一一全体平均極格

39 40 41 42 43 44 45 46 ~7 48 49 50(昭和年)

菌2で、は，品種Jjlj平均価格の昇降が著しいことがわかる己

(今後の課題)

生産性の向上，経済性重視などの重から次の事が考えられるa

1. 土地む高度判用

耕地との絡りや強める為，飼料作物の作付を推進し自給率を高める。

2. 飼料の諜理絵勾

安倍で効率の高い餌料の利用と給与法争考書撃する。

3. 牧野組合牧場の高度利用

4. 過剰投資の抑制

5. 経営形態

経営の安定ーとからみても控脊鰐養を兼ねた裡合形鰻に注目すべきであろう。

6. 林地の放牧

未科用の公・共・私予言鉢の活用は必然的であち林業との土地利時の譲整が問題となろうo
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7. 観光開発との関保

詑意すべきは第 3次産業化の防止という点である 0

8. その他

畜産物の儲格安定施策強化など行設欝岳機関の強力な麗策が望まれる。又，資

金を{正和で指してほしい，

べきであろう。

5) 鰻光

(観光についての額要)

や実施して廷しいなど餌養者サイドに立った施策がとられる

-小野ゆき子・相馬好子)

所得水準の向上，告自時間の増加，都市環境の悪化，謡髄観の変化など として，都市住

民にとって余壊は生活の麓要なー蔀となるに諮っている。必然その余壊活動を充実説せる寵光レ

クリェーシヲンば年々活発化しており，そうした情勢を背景に告黙驚擦の豊かな地域での議光レ

クリェーション開発もまた注目おれると ζろとなっている。

そして，そのような新しいレクヲェーション空間の確探は，地域開発や経済成長に貢献し，

に過疎地域の開発iζ寄与するところは大きいと考えられる。しかし，自然環境破機観光公害発生

を招くような乱開発でみって誌ならないし，地元地域住民への充分な私益の還元をもたちすもの

でなくてはならない。

したカまって， たっては， スプロー く比較的大規模な開発スケー

ノレによって開発効果のレベルアップを計る ζとが望ましいといえよう。そして， ζれによち観光

開発は地縁経済の振興を挺進するための大きなプロジェクトとなるわである。

{十和田地区の観光)

1.概要

十和田湖町における観光の占める襲合は大きし国立公盟十和田湖，奥入瀬演流，八甲岳山な

どの多くわ鰻光資源を有し，また十和田湖温泉鐸，苔地，篤，議禽などの温泉郡もあち，夏から

秋の景患や，キのスキー壊などへ多くの観光客や集めている。

しかし，近年の接携の変動によち ζむ観光にも多きな変花があらわれ， ζれに対する多くの繁

が ζうじられているo

以上の ζとをふまえて，昭和 52年の資料舎もとに最近の十和田地震における観光的現状を述

べていくことにする。{十和田地区とは十和田八幡平悶立公翠のこと)

2 観光客入込数について

近年の経務不況や潟外旅行ブームにより，乙れまでじよじょに向上していた十和田地冨におけ
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る観光客の入込数も下韓の傾向を示すようになっていたが，昭和 52年における入込数は対前年

比 12 0.9%と大きな伸びを見せている。 ζの部長現象は，累内のおもな観光地においても共通

してみられる現象であるo

ζむ伸長の要因としてiま，昭和52年冬， 「あすなろ冨体J及び，

スポーツ大会の顎纏であった ζと，また映画「八階岳山Jによってまきおこった「八甲田山ブー

ムJ，そして国鉄，東北 6興共同による日主へ向かつてjのキャンペーンの展開などがあげられ

ょう。

(詔和 52年め観光客む状況)

観光客の状況寺，①性55U. 日帰り， ⑨間泊施設の利用状況，④麓光客の住

所副の 4項目について述べていく。 {ζれちは最近特に変化のみられる事項でみるo ) 

① 性別，

総計 十和田

十和田(1， 04.5人)

36.1 男

10ば 20代
i
 

t
 

i
 

20代 ¥00代

42. 1 36. 1 

青森県の各観光地の総計においても，十和田地区民おいても男性が女性を上毘っているが，前

年比比べると女性旅行者の増加が著しい。年令別においても 20代が最も多く，なかでも女性の

いのが各観光地ともに共通してみられる傾向のようである。

その抱，十和田端庶でiま能地域iζ比べて 50代以上lζ人気があるが， ζれは交通の捜がよく，

揚治などや目的とした観光客が他地謡より多いためと患われるo
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e 日帰り，宿泊別
比較してみると，日帰りの方がわずかに多く，また対前年

l:tでも日帰りの事の方が著しい増加を示している。 ζれは前

述した入込数の伸長の要閣のほかに低経済成長下における観

光饗の意識の変化によるものと思われる。

。信治施設の料用状況
ホテノレ，掠館が約 70%を出め，それに民宿がつづいてい

る。しかし旅館，ホテルの利用者数の増加より

ースホテル及と人民宿等，会共

約あるいは低廉な施設の科用度

のほうが大幅な伸長やみせてい

る。これは旅行者の旅行形態の

変化によるものとみられる。つま

ホテJレ・旅舘

ニエ

ユースホテル

まり，前述したように若者の観光客が増えた ζと，特に女性路行者や学生などが増加した ζとに

より，経費の節約のためにキャンブ場号制用したち民活などを科期するようにと去ってきたためと

いえよう。

や観光客の住所期

十和田地区は，県外客が庄債!的lζ多く，また県知では，総計において東北 6県，関東;こ大きな

ウェートを占めているのに対して，十和田地区はだいたい全国的に分散している。 ζれは十和田

地区が県内の他地区民比べて知名度が高いことを示している。

ζのよう i乙，十和田地区では昭和 52年iζ入込数の増加がみられ，特に若い女性の観光客が増

えてきたが，その皮福，若者，女性旅行者の増加のため高い旅館やホテルより抵壊な民宿，国民

あるいiまキャンブ場などに人気が集中した。また日帰りなども増加したため，十和田湖，

八轍平潤辺の旅欝・*テルなどの指泊客の減少がみられ， ζれからの十和田湖野了の観光記おける

1つの問題となっている。

{十和田識・焼市観光について)

1. 十和田翻観光について

十和田国立会圏は，十和田の槻辺美と奥入瀬む渓流英・八甲田の出岳美からなっている。

十和田制は，青森・秋田の開票にあって，男閤 64 Km.溜甑梅抜40 1 m， 71<探 378mで我

が国の湖沼中・田沢湖・支勿湖i乙次いで第3{立で宅ある。十和田摺立公置は人工の跡がなく自紫を

保護しているため，昭和 42年 8月，栂倉，中山半島，輿入蟻渓流，高北開八甲田地区が特別保

されている。
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十和田棋に通じる道路は現在，東北本綾三沢駅より十和田観光構鉄十和田市駅を経て子ノ日に

至る線，奥入瀬口と合致する持窓口，弘前より黒石を経て子ノ口に壊する黒石口，奥羽本線大鰹

駅より=e馬内を経て，十和田南口iζ至る線，東北本線北福岡よち迷ケ平を経由して宇縛部民出る

北福間口の線がある。また昭和 43年には，湖畔一恵道路も完成した。

十和田湖曹は，~立公盟十和思潮を脊し，十和思潮の光禁と，興入痛の渓流奨，八申自立〉山岳

美を背景にハイキング，釣，キャンプなど自然研担利需に適し，春・秋は自

地，冬はスキーと温泉からなり一大観光地として十和田期損泉惑が誕生し，年ごとに観光客が増

加している。

も述べたが青森口から十和

田湖までの聞に輿入瀬漢流がある。

ζの渓流は清梶で水の増減も少な

く，繊細慢撲な景観で知られてい

る器他の渓流は，大抵，高い所か

ら見下すようになっている

十和田八幡平器立公関十和田団地制用者滞景関

通であるが， ζの奥入瀬渓流は，

道路と流れが並行班接して自のあ

たり きるむが特徴である。

2. 燐出観光について

十和田・八橋三字国立公露の一環

である焼山地区は，昭和 38年に

はじめて 12 Km離れた雄倉から引

揚し，それ以来場泉郷，スキー場

として発展し， っている。

スキー場のリフトは本来夏出登

山の観光客を目的として作られた

'.1'唱凪

;(:'..嶋

ものであるので，スキー場の規模は比較的小さい。

く包的人

301干f-.

焼山は，スキー場ができてからは，借f白諮設ができ，現在は旅館 18軒，民自 8緋，探養所15

- 1 6糾あふそ的地，飲食告関係の誌やファミヲ…うンドなどが多くみられ，スキー場と

場として観光化されていった。

宿泊抱設の経営者は，地元の人と他の土地の人の割合が半々である。

観光客は，スキーシーズンには，青森，八戸，十和田などの県内の人が多く，夏μ 湯治や十

和田観光を目的としてきた娯外発の人たちの摺泊所として利用されている白しかしとこ 2-3年
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は捺行者が多いとはいえ，

マイカーブームや交通の

授がよくなったためt B 

りする人が多く，十和

田湖の観光をヨ的とした

観光客が，休巌，子ノ口

はどの民宿や宇樽部の盟
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(観光についてのまとめ)

l 観光資源について

観光資源は伺といっても十和田湖・奥入瀬渓流・温泉である。また宇樽部の国民宿舎，キャン

プ場，民宿などの宿泊施設，コ'ルフ場，フィールドアスレチックなどのレジャー施設なども整え

られて，資源を有好に生かせるようにもなってきている。

2. 時期について

十和田湖は，夏の避暑，秋の紅葉のときがいちばん混んでおり，県内だけではなく全国から観

光客が来ている。

3. P Rについて

昭和 52年 11月，国立公園協会ができる。

不況，また交通の発達によって近年は，旅館・ホテルの宿泊者数が減った。また逆に食堂や売

屈の売り上げは増えている。これは日帰り客が多くなったということを示しているものと思われ

る。そこで，小坂町，平賀町，青森市，青森県，十和田湖町の 5つが共同して法人をっくり，十

和田湖などに関するポスター・パンフレットなどを作成して PRfこつとめている。(ちなみに昭

和 53年 7月 15・16日には，湖水祭りを開催し，それによって宿泊者数もふえた。)

4. 今後の課題

十和田湖町は，特にこれといった産業があるわけではなく，豊富な観光資源にたよっていると

いっても言い過ぎではない。これらの自然，観光資源をどのように開発していくかによって， こ

の町の発展性も変化してくると思われる。また観光施設などが建設されるにつれて，汚水処理の

問題が出てくる。この汚水処理をどうするかと，恵まれた自然・観光資源をどのように開発する

かが今後の町の課題と言えよう。

(木村美智子・清野正子・藤井直子)
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